


はじめに 
  

名護市は、太平洋、東シナ海、羽地内海の美しい 

 ３つの海とみどり豊かなやんばるの森に囲まれ、歴 

史、文化に根差す人々の暮らしが色濃く残る地域で 

あり、市の人口も増加傾向を堅持しております。 

しかし、近年、一部地域においては高齢化等の進 

行とともに空家の増加による問題の発生が顕在化し、 

さらに、人口の減少が地域活力の低下をもたらす事 

が懸念されるようになっています。  

これらの空家の中には、適切な管理がされず、安全性の低下や公衆衛生の悪化など

の面で、周辺環境に様々な影響を及ぼしているものがあります。 

 国では、全国的に適切な管理が行われていない空家が深刻な社会問題となってきて

いることを受け、平成２６年１１月に「空家等対策の推進に関する特別措置法」を公

布、平成２７年５月２６日に全面施行され、国・都道府県・市町村の緊密な連携のも

とで、空家等対策を総合的かつ計画的に推進することとしました。 

 この法律では、市町村の役割として「空家等対策計画の作成及びこれに基づく空家

等に関する対策の実施その他の空家等に関する必要な措置を適切に講ずるよう努める

ものとする。」と規定されています。 

 本市においても、空家の増加やそれに起因する問題は、市民生活の安心・安全な暮

らしを確保する上で重要な政策課題としてとらえ、これまでも、管理不全な空家への

対応を行ってまいりました。さらに、「空家等対策の推進に関する特別措置法」の施

行を契機として「名護市空家等対策審議会」におけるご意見を踏まえながら、本市に

おける空家等対策の方向性を明確にし、効果的かつ効率的に推進していくとともに、

広く市民に周知を図るため「名護市空家等対策計画」を策定しました。 

 今後は、本計画の実施に向けて、行政のみならず、市民の皆様、地域の不動産、建

築や法務関係の諸団体などと連携し、空家等対策に取り組み、地域の良好な生活環境

を維持し、誰もが安心して暮らせるまちづくりに努めてまいりますので、なお、一層

のご理解とご協力をお願いいたします。 

最後に、本計画の作成にあたりまして、貴重なご意見を頂きました「名護市空家

等対策審議会」の委員をはじめ、パブリックコメントにご意見をお寄せいただいた

方々、計画策定にあたりご協力をいただきましたすべての皆様に心から感謝申し上

げます。 

 

平成３０年３月 

 

名護市長 渡具知 武豊 
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回収数

45%

未回収数

55%

回収状況

空家となっ

ている

51%

空家では

ない 47%

無回答

2%

空家状況



直近～5年

以内 37%

6年～10年以内

25%

11年～15年以内

8%

16年～20

年以内

12%

21年～25年

以内 3%

26年～30年

以内 4%

それ以前

1%
無回答 10%

空家になった時期

別の住宅に転

居したため

13%

居住者

が施設

入所、

入院の

ため

14%

居住者の死亡、相続

により取得 44%

別荘などの2次的利

用が目的で取得

3%

老朽化のため

使用ができな

いから 9%

借り手、買い手

がないから 2%

その他

9% 無回答

6%

空家の理由



48%

88% 88%
78%

64%

5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

仏壇 台所 トイレ 浴室 洗面所 無回答

住宅内設備

定期的に

自ら見回

り管理し

ている

48%

不定期に自ら見回り

管理している 24%

近くの知り合い

にお願いして

いる 11%

業者に委託して

管理している

2%

ほとんど何もし

ていない 8%
その他

4%

無回答

3%

維持・管理方法



募集はし

ていない

86%

賃貸として入

居者を募集し

ている 1%

購入者を募し

ている 5%

賃貸と売却の両方で

募集している 1%
無回答

7%

入居者や売却先の募集

年に何度か

自己及び家

族・親族が

利用する

41%

近い将来に自己

及び家族が居住

する 15%
家を他人に貸すこと

に不安がある 5%

修繕や清掃な

ど募集するため

の準備が出来

ないため 10%

借地であり

土地を返還

する予定 4%

倉庫・物

置として

利用して

いる 4%

その他（記述） 19% 無回答 2%

募集をしていない理由



空家の有効

活用に関す

る情報の提

供 27％

空家のリ

フォームに

対する支援

36％

空家の公的な機関による

借上げ制度 19％

空家を管理運営

する民間業者と

の連携 11％

その他

16％

無回答

35％

有効活用のために

有効活用に

ついて検討

する

25%

有効活用

は考えて

いない

27%

どちらともいえない 8%

具体的な話を

聞いた上でな

いと判断でき

ない 15%

その他

4%

無回答

21%

有効活用への考え
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 代執行の開始宣言・実施 

 代執行の開始宣言・実施 
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宅地擁壁の危険度評価区分  

点数の最大値 
危険度 

評価区分 
評価内容 

5.0 点未満 小 
小さなクラック等の障害について補修し、雨水の浸透を防止すれば、当面の危険性

はないと考えられる宅地擁壁である。 

5.0 点以上 

～9.0 点未満 
中 

変状程度の著しい宅地擁壁であるが、経過観察で対応し、変状が進行性のものと

なった場合は継続的に点検を行うものとする。また、必要がある場合は変状等の内

容及び規模により、必要に応じて勧告・改善命令の発令を検討し、防災工事の必

要性についても検討を行う必要がある。 

9.0 点以上 大 

変状等の程度が特に顕著で、危険な宅地擁壁である。早急に所有者等に対しての

勧告・改善命令の発令を検討する必要があり、防災工事を行うとともに、周辺に被

害を及ぼさないよう指導する。 

 

工作物等の不良度判定表 工作物等の不良度判定表 

 



建築物又は設

備等の破損等

が原因 

・浄化槽等の放置、破損による汚物の流出、臭気の発生があ

り、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている 

 

・排水等の流出による臭気の発生があり、地域住民の日常生

活に支障を及ぼしている 

 

ご み 等 の 放

置、不法投棄

が原因 

・ごみ等の放置、不法投棄による臭気の発生があり、地域住

民の日常生活に支障を及ぼしている。 

 

・ごみ等の放置、不法投棄により、多数のねずみ、はえ、蚊

等が発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。 

 

立木が原因 ・立木の腐朽、倒壊、枝折れ等が生じ、近隣の道路や家屋の

敷地等に枝等が大量に散らばっている 

 

・立木の枝等が近隣の道路等にはみ出し、歩行者等の通行を

妨げている 

 

空家等に住み

ついた動物等

が原因 

・動物のふん尿その他の汚物の放置により臭気が発生し、地

域住民の日常生活に支障を及ぼしている 

 

・多数のねずみ、はえ、蚊、のみ等が発生し、地域住民の日

常生活に支障を及ぼしている 

 

・住みついた動物が周辺の土地・家屋に侵入し、地域住民の

生活環境に悪影響を及ぼすおそれがある 

 

・シロアリが大量に発生し、近隣の家屋に飛来し、地域住民

の生活環境に悪影響を及ぼすおそれがある 

 

建築物等の不

適切な管理等

が原因 

・門扉が施錠されていない、窓ガラスが割れている等不特定

の者が容易に侵入できる状態で放置されている 

 

・周辺の道路、家屋の敷地等に土砂等が大量に流出している  

著しく景観を

損なっている

状態 

・屋根、外壁等が、破損倒壊したまま放置されている  

・多数の窓ガラスが割れたまま放置されている  

・立木等が建築物の全面を覆う程度まで繁茂している  

・敷地内にごみ等が散乱、山積したまま放置されている  

※現地調査により判断基準に該当する場合はチェックをする。

 周辺環境への影響 B・C・D の判定表   通し番号  

対象物件住居表示  地区番号  

調査担当  調査日時  

 

周辺の環境 

敷地境界までの距離         ｍ 軒高      ｍ 

公道に面している 〇 人家密集地 〇 
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